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AutoCAD®  
Raster Design 
2009 
 

機能と利点 
 

AutoCAD® Raster Design 2009 では、紙の図面も

大いに活用できます。イメージ処理、編集、分析など

の強力なツールを利用できます。AutoCAD® 2009 ベ
ースのアプリケーション内で、モノクロ、カラー、航空写

真からマルチスペクトルの衛星画像まで、広範な画像

形式をサポートします。  
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はじめに 
AutoCAD® Raster Design を使用して、AutoCAD ベースのアプリケーションの機能を拡張し

て、ラスター データを最大限に活用し、より優れた設計、図面、プレゼンテーション、地図を作成

できます。  

AutoCAD Raster Design は、次のような機能と特徴で既存のデジタル設計データの価値を高

めます。 

• 既存の情報の価値を活用し、強化する － 既存のスキャンされたエンジニアリング図

面、平面図、地図を現在のプロジェクトで最大限に活用し、強力な編集およびラスター/
ベクトル変換ツールを使用して再作図にかける時間を削減します。 

• より優れた意思決定でプロジェクト承認を促進 － 情報豊かな平面図、地図、衛星デー

タ、その他のイメージ形式を統合した図面を作成し、提案書を提出することにより、コミ

ュニケーションと設計意図の理解を深めることができます。 

• 貴重なラスター資産の強化、保存、管理 - スキャンした図面、平面図、地図のアーカイ

ブを簡単にクリーンアップ、編集、管理します。また、衛星画像や航空画像を強化、分

析、編集します。 

AutoCAD Raster Design 2009 の次のようないくつかの既存の機能が強化されました。 

• 64 ビットのサポート - Raster Design 2009 は、32 ビットまたは 64 ビットのオートデス

ク製品環境をサポートします。このような柔軟性なサポートにより、サポートされている

オペレーティング システムを使用して、互換性のあるアプリケーション上に Raster 
Design 2009 を簡単にインストールすることができます。 

• ESRI® GRID 形式の改善 —個別 主題化データは、土地被覆、区画割り、その他の分

類データを表すために一般に使用されるラスター データの形式です。ESRI GRID 形
式の個別主題化データが、Raster Design で正しく表示されるようになりました。この

機能と、標高の作業に必要な連続主題化データ処理機能により、強力な環境でラスタ

ー グリッド データを正確に使用できます。 

• 新しい リボン インタフェース — AutoCAD 2009 ベースのソフトウェアに Raster 
Design をインストールすると、ツールとオプションは簡潔にビジュアル化された形式で

あるリボンで表示されるため、実行する作業に合わせてコマンドを迅速に選択できます。

これでアプリケーション間をすばやく直感的に移動できます。アプリケーション ウィンド

ウの最上部上にあるリボンは、カスタマイズおよび拡張可能なため、各ユーザや社内

標準に合わせて最適化できます。 

AutoCAD Raster Design は、土木設計や GIS/マッピング、建築、製造など、さまざまな産業に

従事する設計プロフェッショナルのための優れたラスター アプリケーションで、スキャンした紙の

図面、地図や航空写真、数値標高モデル（DEM）、衛星画像などのデジタル設計データの利用、

再利用を可能にします。  

AutoCAD Raster Design は、AutoCAD など、AutoCAD ベースの製品と組み合わせることが

できます。建築設計には AutoCAD® Architecture、製造には AutoCAD® Mechanical、
AutoCAD® Electrical、および Autodesk® Inventor™ 製品ファミリに含まれる AutoCAD ベース

のコンポーネント、施設・設備・平面図・GIS およびマッピングには AutoCAD® Map 3D、土木設

計、土地利用、開発には AutoCADP

® Civil 3DP

®が最適です。AutoCAD をベースに設計され

たこれらの製品ファミリにより、設計チームの総合的な生産性が向上します。  
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イメージの編集と分析 
機能 説明 利点 

マルチ解像度イメ

ージ ファイルの編

集 

LizardTech の MrSID や ER 
Mapper の ECW といったマルチ

解像度のイメージ ファイルを編集

し、業界標準の JPEG 2000 形式

で保存します。 

クロップやハイライト表示など、特定の

領域に加えた変更や編集を JPEG 
2000 形式で保存すれば、高画質を保

ちながらマルチ解像度ファイルが持つ

コンパクトさや処理の速さを活かすこと

ができます。 

AutoCAD Map 
3D 2009 および 
Civil 3D 2009 と
の相互運用性 

Raster Design では、ラスター プ
ロバイダの AutoCAD Map 3D 
2009 または Civil 3D 2009 FDO 
を使ってアクセスしたイメージを読

み込み、編集することができま

す。  
 
座標投影変換、不要な領域のク

ロップ、複数イメージの合成、イメ

ージ処理操作などのデータ作成

作業が可能です。イメージに加え

た編集および変更の保存後、

FDO を再接続することにより、

AutoCAD Map 3D や Civil 3D 
からアクセスできます。  
 

AutoCAD Map 3D の表示マネージャ 
の画層 ベースのラスター データまた

はデータ スタイルをキャプチャすれ

ば、Raster Design で直接使用できる

ようになり、柔軟性が高まります。 
 
Raster Design でデータを作成してお

くことで、AutoCAD Map 3D や 
AutoCAD Civil 3D で効果的に使用で

きます。  
 

斑点除去  同じイメージ内で、コマンドや変更

設定を繰り返さずに連続領域を斑

点除去できます。 
 

図面内の連続領域をクリーンアップ

し、一回の操作で複数図面をより速く

簡単に処理できます。  
 

色調補正 非線形コントラスト曲線により、写

真のスキャン イメージや衛星画

像の質が向上します。 

明るい領域はそのままにして陰影の

細部を活かすことで、スキャンしたイメ

ージが明瞭になり、実用性が高まりま

す。  

パレット管理 イメージのカラーを調べ管理しま

す。たとえば、実際に使用される

カラーの決定、イメージの詳細を

ハイライトしたり除去するためのカ

ラーの組み合わせ、選択カラーの

変更などを行います。 
 

カラー イメージの使用を標準化し、イ

メージ内のカラーをより効率的に使用

し、透明カラーの選択をより効果的に

制御することができます。 

ラバーシート機能 三角式または多項式変換手法を

使ってグリッド ポイントの制御点

選択を自動化します。  

精度が高まり、結果が予測しやすくな

ります。 

イメージ編集とし

てラスター ジオメ

トリをスムーズに

する  

紙の図面をスキャンして作成した

ラスター イメージにモノクロ フィル

タをかけ、クリーンアップします。

フィルタは、Despeckle斑点除去]
やDeskew[回転角度補正]といっ

た他のクリーンアップ コマンドと併

用できます。 

図面のスキャン イメージから最大限の

価値を引き出します。古くて読みにくい

データを実用的な設計情報に変換しま

す。 
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機能 説明 利点 

マルチスペクトル 
イメージのサポー

ト 

Landsat や IKONOS を始めとす

るマルチスペクトル データを使

用、分析します。視覚データ、赤

外線データ、熱データのバンドを

カラーマップし、フォールスカラー

ディスプレイに植生や都市開発な

どの特性を表示します。 

新たな情報源が加わることで、分析や

意思決定がしやすくなります。 

DEM データ形式

のサポート 
DEM (Digital Elevation Model)
の標高、勾配、斜面方位を分析し

ます。カラーマップした DEM ファ

イルを使って解釈や地図の構成

を行います。  

データが低コストで簡単に入手できる

ため、評価やプレゼンテーションをす

ばやく効果的に実行できます。DEM 
データに基づいてサイトを分析できま

す。 

16 ビットのマルチ

スペクトル イメー

ジと DEM ファイ

ルの変換、編集、

保存 

AutoCAD Map 3D または 
AutoCAD Civil 3D の使用時に、

マルチスペクトル(8、11、16 ビッ

ト)データや DEM データの座標系

を現在の座標系に変換します。こ

れらのイメージをクロップ、合成す

れば、1 つのイメージでより大きな

領域をカバーすることができま

す。密度を変更してイメージをより

効率的に処理します。DEM また

はマルチスペクトル データに加え

た編集内容は、GeoTIFF または 
DEM 形式で保存できます。 

既存のマルチスペクトルデータおよび 
DEM データを現在の座標系に合わせ

て変換できます。プロジェクトに必要な

領域だけがカバーされるよう、大容量

のマルチスペクトル イメージを小さくす

ることができます。  
 
業界標準の形式を使用することで、ア

プリケーション間でのイメージのやり取

りが可能になります。イメージ データ

に結びついた地理参照情報全体がそ

のまま維持されます。編集されたマル

チ スペクトル イメージや座標変換を再

利用することができます。 

ラスター データ点

クエリー  
マルチスペクトル イメージ、DEM 
などのイメージ タイプからピクセ

ル値を読み込みます。 
 

反射、標高、勾配、斜面方位、現在の

表示カラーといったラスター イメージ

の基礎データの分析ができます。イメ

ージからデータが得られるので、現場

に何度も足を運ぶ必要がありません。

ユーザは、イメージ上に AutoCAD ジ
オメトリを描画しながらラスター データ

値を動的に「読み取る」ことができま

す。  

表示順序の制御

と、イメージや挿

入項目の管理 

[順序の表示]ボタンで挿入項目を

前や後ろに移動し、順序を変更し

ます。 

イメージおよびイメージの挿入を効率

的に制御し、強力なイメージのモザイ

クが作成できます。 

縦横比補正、鏡

像などのラスター 
クリーンアップ ツ
ール 

縦横比補正は、イメージのアスペ

クト比に生じた歪みを修正しま

す。鏡像は、イメージを水平軸ま

たは垂直軸に沿って反転させるツ

ールで、スキャン時に逆転した図

面の修正に役立ちます。 

強力なイメージ クリーンアップ ツール

により、スキャン イメージの実用性と

読みやすさが向上します。 

色深度とイメージ

密度の変更 
ファイルのサイズをコンパクトにす

るため、表示されるカラーの数を

減らします。イメージ密度の制御

を通じてイメージや図面のファイ

ル サイズを小さくすることもできま

す。 

イメージ形式を組織に合わせて標準

化します。イメージを調整し改善しま

す。ファイル サイズが小さくなれば、時

間、費用、ディスク容量を節約し、伝送

時間を短縮することができます。 
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機能 説明 利点 

既存のジオメトリ

を使ってラスター

を消去 

既存のベクトル ジオメトリを使い、

下地のラスター イメージの一部を

削除します。たとえば、イメージ内

で複雑なスプラインをトレースし、

下地のラスターを削除します。  

ラスター イメージをベクトル化する際

の時間の節約と混乱の防止につなが

ります。 

無制限点ラバー

シート機能の使用 
イメージ内の特定の制御点が図

面内の対応する点とできるだけ一

致するようにイメージを変換また

はストレッチします。  

高価な正射修正イメージではなく、手

元にある航空写真やスキャン地図を

利用することで、コストを削減できま

す。 

ラスター データの

消去とクロップ  
1 つまたは複数のイメージからラ

スター データをクロップまたは消

去します。イメージをクロップする

と、削除された境界データを埋め

合わせる形でフレームのサイズが

変わります。  

時間と費用のかかるベクトル化に代わ

ってイメージの更新をします。 

イメージを既知の

ポイントを基準に 
AutoCAD の尺度

と回転に合わせる 

イメージを既存のベクトル線画に

合わせるため、イメージ上と図面

上で制御点を指定します。イメー

ジの回転、尺度変更、移動には

Match[位置合わせ]コマンドを使

います。 

ラスター ファイルまたはハイブリッド フ
ァイルの作業中にワンステップでイメ

ージが登録できるので、時間の節約と

精度の向上につながります。 

イメージの配置設

定情報を図面ファ

イルまたは外部フ

ァイルに保存 

土木・マッピング・GIS プロジェクト

でプレゼンテーションを強化する

には、配置設定されたイメージが

必要です。強力なオプションを利

用して配置設定情報をリソース フ
ァイル、ワールド ファイル、または

イメージ ファイルに保存します。  

イメージなしで配置設定のみをワール

ド ファイルとしてエクスポートすれば、

処理時間が短縮され、ファイルの保存

スペースを節約できます。 

イメージを異なる

ファイル形式で保

存  

サポートされているイメージ形式

で読み込み、通常使用しているイ

メージ形式で保存します。イメージ

が他のソフトウェアでも使用可能

になります。図面ファイルを保存し

なくても、イメージを別のファイル

名、ファイル形式、場所で保存で

きます。 

データを他のアプリケーションと共有で

きます。社内でイメージ形式を標準化

して、一貫性を維持することができま

す。 
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機能 説明 利点 

ヒストグラム、イメ

ージ フィルタ、反

転の各コマンドで

イメージを強化 

Histogram[ヒストグラム]コマンド

は、イメージを補正し、明るさとコ

ントラストを調整し、グレースケー

ルまたはカラーのイメージをモノク

ロ イメージに変換し、カラー イメ

ージをグレースケールに変換しま

す。  
 
Convolve[イメージ フィルタ]コマ

ンドは、スムーズ化フィルタを使っ

て凹凸やノイズを減らします。シャ

ープ化フィルタを使うと、ぼかしの

違いがさらにはっきりします。 
 
Invert[反転]コマンドは、モノクロ、

カラー、グレースケール イメージ

のぼかしの明暗を逆転させます。 

イメージの外観を向上、調整します。こ

れまでに作成したイメージがフルに活

用できるので投資を最大限に活かせ

ます。 
 

イメージの赤、

緑、青(RGB)また

は個々のカラー 
チャネルを調整

し、細部を強調  

カラー イメージの全体または一領

域で個々のカラー チャネルの明

るさやコントラストを調整します。 

イメージの外観を向上、調整し、プロジ

ェクト情報をより正確に伝えます。 

 

イメージ表示 
機能 説明 利点 

イメージの組み込

み 
モノクロ ラスター イメージを、外部

参照ファイルとしてではなく DWG 
ファイル内に保存します。イメージ

の組み込みや組み込みの解除は、

プロセスのどの時点でも実行でき

ます。 

外部イメージ参照を追跡する必要が

なくなります。必要な作業は、ファイ

ルを 1 つだけ維持、転送するだけ

のため、設計図書管理作業を簡素

化できます。  
 
イメージを含んだ図面を顧客や提携

業者、政府機関に簡単かつ確実に

送付でき、受信者側で生じやすいイ

メージ パスの混乱も防止できます。  

DigitalGlobe® 
QuickBird マルチ

スペクトル イメー

ジのサポート 

Raster Design は、新たに

QuickBird Tiff 形式のマルチスペク

トル イメージに対応しています。 

市場で最も広く普及している高解像

度衛星画像を使って地図の作成や

イメージの分析を行うことができま

す。  

Landsat-FAST マ
ルチスペクトル イ
メージのサポート 

Raster Design は、新たに 
Landsat FAST-L7A 形式のマルチ

スペクトル イメージに対応していま

す。 

普及度の高い Landsat マルチスペ

クトル イメージ形式である FAST-
L7A を採用したプロジェクトで、広範

なデータが利用できます。  
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機能 説明 利点 

National Imagery 
Transmission 
Format (NITF)の
サポート 

主要な衛星画像ベンダーによって

提供されている NITF 2.0 または 
2.1 の形式のイメージを挿入しま

す。 

NITF 形式を採用したプロジェクトで

広範なデータが利用できるようにな

ります。この機能は、米国国防総省

や連邦情報機関にとって特に重要

です。  

イメージの挿入・保

存・エクスポート機

能 

マルチフレーム イメージの個別の

フレームを選んで挿入し、それを独

立した挿入イメージとして、または

マルチスペクトル データ セットのバ

ンドとして使用することができます。 
 
挿入時のイメージ プレビューに独

自の処理スレッドができました。 
 
挿入の際、いつイメージ デフォルト

が適用されるかを確認できます。 
 

広範なイメージ データからプロジェ

クト用のデータを選択できます。  
 
個別のスレッドを使ったイメージ プ
レビュー機能により、プレビューのス

テータスに関係なくアクションを実行

できます。作業を進めたいときに、プ

レビューを途中でキャンセルしたり、

完了するのを待つ必要がなくなりま

した。 
 
計画どおりにイメージを挿入し、挿

入イメージ パラメータのソースの混

乱を削減することができます。 

改善された 
ESRI GRID ファイ

ルのサポート 

ASCII とバイナリの両方の形式の 
ESRI GRID ファイルを 1 つのセッ

ションに挿入できます。  
 
離散および連続の両方の主題化デ

ータを表示します。 

オートデスクの土木設計と地理空間

のユーザは ESRI GRID ラスター形

式で利用できるデータを活用できま

す。その結果、他のシステムの相互

運用性が改善し、プロジェクトに、よ

り多くのデータ ソースを使えるように

なります。  

DTED 形式の標

高データの読み込

み  

DTED 形式のレベル 0、1、2 のフ

ァイルを挿入します。  
 

米国国防総省などの連邦機関によ

る Raster Design の活用度が高ま

ります。  
 
プロジェクトで広範なデータが利用

できるようになります。 

背景イメージを超

えたラスター デー

タ  

カラー マッピングによりラスター デ
ータを新しい形で提示、分析しま

す。ラスター データをフォールスカ

ラーの赤外線イメージとして視覚化

します。 

より広範な情報をプロジェクトに利

用できます。 

その他のラスター 
データ形式をサポ

ート 

16 ビット TIFF 形式の整数ファイ

ル、32 ビット TIFF 形式の不動小

数点ファイルの読み書きが可能で

す。GeoTIFF ファイルの書き出し、

DOQ ファイルの読み込みにも対応

しています。  

専用のソフトウェアを購入することな

く、広範なラスター データを表示、分

析、プロジェクトに適用できます。  

イメージのキャプ

チャ  
カラーマッピングしたイメージの「ス

ナップショット」を、オリジナルと同じ

挿入点および尺度で作成し、TIFF 
形式で保存します。  
 

DEM またはマルチスペクトル デー

タの分析結果を Microsofｔ® Word 
や PowerPoint®、AutoCAD などの

アプリケーションで使用できます。ス

ナップショットを使用すれば、異なる

状況を想定したシナリオを作成し、

プレゼンテーションを強化することが

できます。 



AUTOCAD RASTER DESIGN 2009 機能と利点   

8 

機能 説明 利点 

URL のサポートに

より、インターネッ

ト上で地理参照情

報を伝送 

ファイル システムにインターネット

およびイントラネット上のファイルを

含めることができます。土木、マッ

ピング、インフラストラクチャ管理プ

ロジェクトで高度なイメージを使用

します。プロジェクトの座標系に合

わせて配置設定したイメージ デー

タを使用します。 

スムーズなデータ共有によって生産

性が高まるだけでなく、情報の伝達

が効率的になります。イメージをす

ばやく正確に配置できます。 

[配置設定]ウィザ

ードによる配置設

定パラメータの調

整 

[配置設定]ウィザードでは、配置設

定ソースに含まれるデータから、図

面に挿入した後のイメージの実際

の座標まで、配置設定プロセスを

複数の段階に分けて実行します。  

プロジェクトの座標系に合わせて配

置設定したイメージ データを使用す

ることで、時間が節約できます。既

存のデータを新しいプロジェクトに合

わせて利用できるので、費用の節約

につながります。 

[AutoCAD プロパ

ティ]ウィンドウでオ

ブジェクトのプロパ

ティにアクセス 

AutoCAD の標準インタフェースを

使ってどのオブジェクトのプロパテ

ィでも表示、変更できます。イメー

ジ、REM (Raster Entity 
Manipulation)オブジェクト、マスク

などのプロパティを図面データベー

スから制御します。 

AutoCAD との統合により、習得時

間が短くなり、生産性が高まります。 

イメージの挿入前

にイメージ プロパ

ティとサムネール

を表示 

[イメージ挿入]ダイアログ ボックス

で図面に配置するイメージを選択し

ます。イメージを実際に挿入する前

に、イメージに関する情報やプレビ

ューを表示することができます。  

正確なイメージを挿入していることを

確認できるので、作業がより正確に

なり、時間の節約につながります。 

ポリゴンのマスク

境界を使ってイメ

ージのサブセットを

表示 

マスク機能では、複数のイメージの

境界にわたって作業できるので 
AutoCAD のイメージ クリップ機能

よりも柔軟です。マスクを使えば、

図面内のイメージのサブセットを表

示、印刷することができます。  

複数のクリップ オブジェクトではなく 
1 つのイメージ マスクで作業できる

ので、時間が節約でき、正確さが向

上します。 

右クリックでイメー

ジ オブジェクトおよ

びコンテキスト対

応コマンドにアクセ

ス 

Raster Design のコマンドと操作

は、AutoCAD の標準のメニュー シ
ステムと統合されています。 

使い慣れた AutoCAD インタフェー

スとの統合により、習得時間が短く

なり、生産性が高まります。  

[挿入]および[保存]
ダイアログ ボック

スの[場所リスト]の
使用とカスタマイ

ズ 

[挿入]および[保存]ダイアログ ボッ

クスをカスタマイズすれば、インタ

ーネットやネットワーク上で頻繁に

使用するファイル保存場所にすば

やく正確にアクセスすることができ

ます。  

プロジェクトに必要なラスター データ

をすばやく見つけることができます。 
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スマートコレクトによるベクトル化ツール 
機能 説明 利点 

ダイナミック寸法記

入とグリップ編集で

円、円弧、矩形を

作成 

ベクトル化ツールのプリミティブが

ダイナミック入力で作成可能になっ

たことにより、ジオメトリを画面に直

接入力し、検証することができま

す。  
 
検証作業にグリップが利用できるよ

うになりました。  

ヘッドアップ入力、ダイナミック寸法記

入、リアルタイムのフィードバックを活用

することで、ベクトル化プロセスの生産

性が高まります。 
 
ダイナミック寸法記入にグリップを使用

すると、直感的かつ正確に、すばやくジ

オメトリを検証できます。変換が迅速に

なり、既存の設計データの価値が高まり

ます。  

光学式文字認識
(OCR) 

ラスター イメージ上にある印字また

は手書きされた文字や表を認識

し、AutoCAD 文字またはマルチテ

キスト(Mtext)を作成します。インタ

ラクティブな検証プロセスで辞書検

索を行い、結果を修正します。  

文字の多い図面を変換する場合でも、

手動でデータを入力する手間が省け、

正確さが増します。  

ラスターに従い、オ

ンザフライでポリラ

インと等高線オブ

ジェクトを作成  

ラスター データを半自動的にトレー

スし、高度なオプションを使ってプロ

セスを制御することで、ポリラインを

すばやく作成します。  

ベクトル モデルを使用する際の精度が

向上します。  

ベクトル分離オプ

ションを使った出力

の制御  

ベクトル分離機能を使うと、作成さ

れたベクトルに、下にあるラスター

の幅に基づいた画層やポリライン

の幅値が割り当てられ、連続オブ

ジェクトまたは非連続オブジェクト

が作成できます。 

時間を削減しながら、独自の設計標準

を満たした結果を得ることができます。 

3D Polyline 
Follower[3D ポリ

ライン フォロー]コ
マンドでラスター図

面の縦断を作成 

3D Polyline Follower[3D ポリライ

ン フォロー]コマンドは、定義したフ

ェンスや既存のベクトル ポリライン

をトレースします。ラスターと交差す

るたびに作業が中断され、標高デ

ータの入力を求めるプロンプトが表

示されます。その結果作成される 
AutoCAD 3D ポリラインは、交差し

たラスター等高線の標高を表しま

す。 

現在の状態をすばやく分析するために

最も適したデータがキャプチャできるた

め、時間の節約につながります。縦断や

サーフェスがすばやく分析できます。 
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スマートピックによる REM (Raster 
Entity Manipulation) 

機能 説明 利点 

タッチアップ ツール サイズ調整が可能な複数のブラシ

を使ってラスターをピクセル レベ

ルで編集します。ブラシには、前

景イメージまたは背景イメージの

カラーを使います。 

スキャンした図面や地図のクリーンアッ

プにかかる時間と手間を削減できま

す。 

AutoCAD の標準コ

マンドを使ってラスタ

ー領域およびプリミテ

ィブを処理 

モノクロ、カラー、グレースケール

のイメージでラスター図形を編集

します。ラスター円の半径を調整

する、ラスター線分を延長、トリ

ム、オフセットする、メカニカル図

面上で一部の寸法線を削除する、

REM 図形間にフィレットを作成す

る、REM を使ってイメージ間で電

気回路図記号をコピーする、など

の作業が可能です。 
 
AutoCAD コマンドを使い、REM 
オブジェクトの移動、尺度変更、複

写、回転などを実行できます。変

更後のラスター データは、既存の

イメージと合成したり、新しいイメ

ージとして作成できます。 

最初から描画しなおすのではなく、既

存のデータを再利用すれば、時間が節

約できます。AutoCAD とのシームレス

な統合により、習得時間が短くなり、生

産性が高まります。 

スマートピック、ワン 
ピック、マルチポイン

ト選択方法を使った 
REM プリミティブの

作成 

プリミティブ オブジェクトを使ってラ

スター オブジェクトを選択します。

プリミティブは、寸法が変更可能な

ので領域より柔軟です。円の直径

を変更しても、幅はそのままです。

プリミティブの寸法を変更するに

は、グリップ ストレッチ コマンドま

たは[プロパティ]ウィンドウを使用

します。 
 
スマートピックを使うと、プリミティ

ブ オブジェクトとして定義されたラ

スター線分、円弧、円をすばやく

見つけて削除することができま

す。 
 

高速、正確、強力なラスター選択方法

により、作業のスピードと生産性が高

まります。 
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機能 説明 利点 

スマート オプションま

たは接続オプションと

標準のデータ選択テ

クニックを使って強化

モノクロ REM 領域を

作成 

強化モノクロ領域オブジェクトに

は、領域内の全ラスター図形が含

まれます。領域は、ユーザが選ん

だ選択オプションに応じて定義さ

れます。いったん定義した強化モ

ノクロ領域オブジェクトは、

AutoCAD コマンドで調整すること

ができます。REM オブジェクトは、

元のラスター イメージと合成した

り、新しいイメージとして作成した

りできます。 
 

AutoCAD の強力な選択テクニックをラ

スター データに利用することで、時間

が節約できます。 

 

ラスター スナップ 
機能 説明 利点 

どのコマンドでも、

複数のイメージに

わたってオンザフラ

イでラスターにスナ

ップ 

モノクロ ラスター図形の端点、中

心、コーナー、交点、エッジ ポイント

にカーソルをスナップさせます。ラ

スター オブジェクトで使用するラス

ター スナップは、ベクトル オブジェ

クトにおける AutoCAD オブジェク

ト スナップと同様に機能します。一

度に複数のイメージにスナップする

ことができます。 

スキャンした図を変更する際の作業時

間が短縮され、精度が向上します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

Autodesk、AutoCAD、Autodesk Inventor、Civil 3D、DWG、Inventor、Topobase は、米国および／またはその他の国におけるAutodesk, Inc.

の登録商標または商標です。その他のブランド名、製品名、商標は、該当する各社に帰属します。Autodesk, Inc.は、通知をすることなく、いつで

もその製品提供および機能を変更する権利を有し、本書の誤植や図表の誤りについて責任を負いません。 

 © 2008 Autodesk, Inc. All rights reserved.  

 


